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審 査 結 果 の 要 旨 
 
本研究は、小児看護実践という、もっとも子どもの権利擁護に敏感で重視されるべき臨
床の現場において、なぜ子どもに対する倫理的実践が行われないのか、という疑問から発
している。それは、申請者の、これまで教育者として子どもの権利擁護に関する教育活動
を熱心にしてきたのにもかかわらず、教え子の看護師たちが子どものアドボケーターにな
れていない現状に対する失望と怒りが元となっている。研究計画を検討している段階では、
これらの課題がすべて小児看護に携わる看護師の倫理意識の欠如に由来するものであり、
その原因に看護教育における倫理教育がいまだ確立していないこととして、倫理教育モデ
ルの作成を検討していた。しかし、現状は、看護実践者の意識のみならず、看護界のパタ
ーナリズム、医師・看護師関係に代表されるヒエラルキーから生ずる社会的な制約、看護
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師が看護教育以前に受けた家庭教育、社会教育、日本独特の文化など様々なものが看護師
の倫理的実践を阻むのではないかという仮説に至り、当初の研究計画では『看護師の「子
どもの権利」擁護を阻む内的要因の形成過程』としていた。しかし、研究の過程を通して、
「子どもの権利」擁護を阻む内的要因のみを抽出することが困難であり、権利擁護の実践
は阻むものと推進するものが同時に存在し、その時々の環境や状況によって表裏一体で強
弱を表し、容易に入れ替わる状況が見えてきた。 
また、小児看護の子どもの権利擁護の活動の過程は、【子どもを中心に考える力】の発
展プロセスであることが見いだされ、本研究の目的が「子どもの権利擁護実践に至る内的
要因の形成過程」に変更された。この目的変更により、看護師が子どもの権利擁護実践を
阻む要因をどのようにとらえ、外界との相互作用のなかで実践したのかという探究が弱ま
っていることの指摘がされた。一方、看護実践における患者の権利擁護実践に関する研究
は、著についたばかりであり、倫理的であることの感性を磨くこと、感受性を高めること
の段階の検討が多い現状からは、実践に踏み込んだ研究の意義も評価された。 
 しかし、副査からは「内的要因」「外的要因」「権利擁護」「子ども」という本研究にお
ける重要な言葉の文献検討がやや不十分であり、言葉の用い方の論理的背景があいまいな
まま用いられてより、用語の定義の不十分さが指摘された。 
 本研究の評価におけるもう一つの重要な課題は、「子どもの看護」におけるとしたとき
の「子ども」の位置づけについてである。副査の指摘にもあるように、結果の中核カテゴ
リが【子どもを中心に考える力】の発展プロセスとなっているが、子どもを「患者」と置
き換えても違和感がない内容になっており、結果に子ども特有のカテゴリと感じさせるも
のが少ない。その要因として、「子ども」の特徴、子どもの看護の特徴を言語化するため
の意識的なインタビューができていたか、あるいは、データ分析において、子どもの特徴
を意識した分析になっていたかという点については、再考が必要である。また、看護師の
内面の形成過程に、どのように看護師と医療をとりまく日本文化がかかわっているのかと
いう点の考察の必要性も指摘された。 
 考察においては、本研究の結果を看護基礎教育プログラムに繋げる可能性について検討
しており、発展性のある研究となっている。これまで看護実践における倫理について、事
例研究や看護師の意識調査、教育の実態に関する研究は散見するものの、権利擁護実践に
いたる看護師の内面に焦点を当てた研究は今だみられず、新規性のある研究となっている。 
以上のように、いくつかの課題は指摘されたものの、本研究は博士学位論文としての条
件を満たす価値ある研究と認められる。 
 
 
